


















































合わせて 2クラスに分けて、外国人講師 8 名（中
国語・韓国朝鮮語・スペイン語・タガログ語に対応）
と日本語教師 5 名が「国語」と「総合学習」の時
間に指導を行っています。
また、進学を希望する外国人生徒が多い点も特
徴です。日本語がほぼゼロで入学してきた彼らに
とって、学習に必要な日本語を身につけ、日本人
生徒と対等に競っていくことは容易なことではあり
ません。今年度までに 2 学年が卒業しましたが、
大学や短期大学、専門学校など外国人生徒全員
が進学している点は驚きです。
一方で、開校して日が浅く課題もあります。
1つは、入学を希望する生徒全員が入学できな
い点です。募集生徒数を超えると抽選になってしま
うことや通学圏外の生徒もいます。昨今では外国
人の定住が散在化しており、第二第三の芦屋国際
中等教育学校が全国各地で開校することが望まれ
ます。
2 つ目は、南米系の生徒が少ないこともあり、南
